
KBI
vol.25

CROSS
SPIRIT
MISSIONS 発行人：KBI フレンズの会 会長　伊藤勝利（八尾福音教会曙チャペル）

・・・　「KBI フレンズの会」便り　・・・

　KBI が生駒に移転して 10 年。その 10 年前、私は KBI3 年生という立場で生駒移転に携わる恵
みに預かりました。2年間は西宮校舎で新校舎のために祈りながら学びと訓練の神学生生活でした。
当時、西宮校舎は老朽化も進んでおり、1995 年の阪神淡路大震災で受けたダメージもありましたが、
早急に新校舎が必要だという実感はありませんでした。しかし、主のタイミングはまさに絶妙で、
いよいよ引っ越しという時期になると、急に校舎の限界が目に見える形で現れました。それまで
雨が降っても多少は雨漏りもあったのが、その時には校舎内で大雨洪水警報が必要なくらい壁か
らは滝のように雨水が噴出していました。移転のギリギリまで、主がこの校舎を守ってくださり、
生駒移転がまさに時が満ちた、と主が言われているかのようなドラマチックな御業を見て、全て
は主がなされる事だということを教えられました。
　KBI を卒業し、教会に携わってきた中で、改めて教えられていることがあります。私は特に次
世代に対して重荷を持って仕えてきました。しかし、今から 2 年ほど前に、自分のミニストリー
に対して非常に疲れを覚えました。7 年間、力も時間も経済もできることは全て注いでやってきた
のに、全くと言っていいほど実を結ばない。成長が見られない。こんなにがんばって情熱を持っ
て仕えて来て、どうして何も誰も変わらないのか。自分の働きに空しさを感じるようになってい
ました。
　一昨年の秋に、主の御前に出るように促されているのを感じ、祈りの生活に入っていきました。
始めは何のために祈るべきなのかそれさえも分からず、「私は何のために祈るべきでしょうか。」
という祈りから始めました。祈り始めて 3 週間ほどたった時、ふと「わたしはあなたに働きを求
めていない。」という主の御声を聞きました。主は私の働きを必要としていない、そう言われてい
た気がして心の中に悔しさがこみ上げてきました。こんなに仕えてきたことに対する評価が「あ
なたの働きを求めていない。」だなんて。「なぜですか！」それから私はこう祈るようになりました。
次に主が語ってくださったことが、「わたしはあなたとの関係を求めている。」でした。

　このことを通して、私は気がつきました。私が求めていたのは自分のミニストリーの祝福で、
自分の働きのことばかり祈って、それ以外で個人的な主との関係を持っていなかった自分に気付
かされ、何かのためではなく、ただ主と共に過ごす時間を持つように導かれていきました。この
生活を始めるとすぐに教会に変化が起こり始めました。誰が何をしたからではなく、若い世代が
救われ燃やされ聖霊の満たしを体験し、小中学生が週末は教会に泊まり、朝も夜も 3 時間も 4 時
間も祈り、家でも礼拝…。人を救うのも変えるのも満たすのも、私でなく主のミニストリーだと
確認させられました。と同時に、主の働きの邪魔をしていたのが、自分自身だったこともまた教
えられました。
　ヨハネ 15 章でイエス様は「ぶどうの木」で私たちは「枝」であることが示されています。主は、
実を結ぶよう言っておられるのではなく、「木」であるイエス様に留まるよう教えておられます。
私は枝先の実を結ぶことばかり力を注いでいましたが、そうではなく、枝がつながっているべき
木であるイエス様に心を向けることの大切さを教えられました。これからも御業をなされる主に
とどまり主に期待して仕えていきます。

＜お知らせ＞
◎ KBI 移転 10 周年記念式典が、11 月 3 日（火）祝日に持たれる予定です。また、この日にフレ
ンズの会の総会を開く予定です。…KBI のホームページをご覧ください。

◎ 地域ワーカーズシェアについて：いくつかの地域で、検討中です。改めてご連絡します。

「御業をなされるのは主」
吉田一誠（2005 年度卒業）
( 久留米ベテルキリスト教会　牧師）
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ゆうちょ銀行「自動払込利用申込」ご協力のお願い！
「自動払込利用申込」手続きをして下さった皆様、ご協力有難うございました。
6月 15 日現在、164 名。【年会費　2,000 円　毎年 8月 31 日自動引落し】
手続きがまだの方は、是非ともお手続きを、よろしくお願い致します。

総合口座への振込も受付けます！
自動払込の難しい方へ：総合口座へは、随時振込が可能です。
ゆうちょ口座名：KBI フレンズの会　( ケービーアイフレンズノカイ )　
口座番号：１４５２０－２４１０１３３１

フレンズの会への献金も、随時受け付けます。
上記の同じ口座への送金にて随時受付いたします。

KBI への支援献金
「支える会」や「奨学基金」など母校、後輩へのご支援もよろしくお願い致します。
ゆうちょ口座：　関西聖書学院／０１１４０－６－６７７０８

あなたのメールアドレスを登録して下さい！
登録先：kbifriendsnokai@gmail.com ( 会専用のメールアドレス )
このアドレス宛に、住所、氏名、教会名等を書いて、メールをお送り下さい。
「KBI フレンズの会」からのお知らせをお送りいたします。


